
　カタクリは、市内各所に群生
し、長期間雪に閉ざされるこの
地に、春の訪れを教えてくれる
かれんな花です。控えめながら
太陽に向かって力強く咲く姿
は、希望にあふれる南魚沼市
のイメージにふさわしく、市民
にもなじみの深い花です。

　コブシは、早春の野山に芳
しい純白の花を咲かせ、可憐
さとたくましさを併せ持つ木
です。市内の広範囲に自生し、
昔からコブシの花の咲くころ
から農作業が始まるといわれ、
豊作の象徴としても喜ばれて
います。
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　わたしたちのふるさとは、魚野川、越後三山と巻機山、カタクリの群生
など、豊かな自然に恵まれています。先人たちは、この美しく、ときには厳
しい自然と共存しながら、人を思いやり支えあう気持ちをはぐくみ、ふる
さとの歴史を刻んできました。また、コシヒカリをはじめとする特産物と
ものづくりは、先人たちの知恵と努力の結晶です。
　わたしたちは、先人たちが守り発展させてきたこの「人間・自然・もの
づくり」をいつまでも大切にし、明るく住みよいまちづくりを進めるより
どころとして、この憲章を定めます。

• わたしたち南魚沼市民は、人間を大切にします。

• わたしたち南魚沼市民は、自然を大切にします。 

• わたしたち南魚沼市民は、ものづくりを大切にします。
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を
発
刊
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、株
式
会

社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
官
民
協
働
で
発
行
し
た
も
の

で
、作
成
費
用
に
市
の
負
担
は
な
く
、無
償
で
市
内
全

世
帯
へ
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。発
行
の
た

め
に
広
告
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掲
載
に
ご
協
力
い
た
だ
き
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し
た
企
業

や
事
業
者
の
皆
さ
ま
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は
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ら
感
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し
、お
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を

申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
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イ
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沼
市
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概

要
の
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か
、各
種
届
出
や
申
請
手
続
の
ご
案
内
、市
内

公
共
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設
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な
ど
を
掲
載
し
て
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り
ま
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で
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さ
ま
か
ら
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活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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り
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わ
る
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と
に
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々

な
ど
が
美
し
い
姿
を
見
せ
る
自
然
豊
か
な
市
で
、冬

に
は
白
銀
の
美
し
い
世
界
が
広
が
り
ま
す
。し
か
し
、

そ
の
一
方
で
雪
は
厄
介
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、

「
雪
国
」は
今
も
な
お
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い

る
の
も
事
実
で
す
。市
で
は
雪
を
資
源
と
し
て
捉
え
、

「
雪
国
ブ
ラ
ン
ド
」と
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
が
誇
り
に

思
え
る
た
め
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。今
後
も
、「
若

者
が
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っ
て
こ
ら
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る
、住
み
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け
ら
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る
南
魚
沼

に
」を
め
ざ
し
て
、山
積
す
る
諸
課
題
に
真
摯
に
向
き

合
い
、皆
さ
ま
が
将
来
の
南
魚
沼
市
に
希
望
を
持
て

る
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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